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よ
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岡
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完
全
雇
用
と
所
得
の
塘
大
と
は
国
民
の
理
想
と
す
る
所
で
あ
り
、
同
時
に
達
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
に
間
題
は
一
暦
重
大
と
な
る
。
吾
人
の
関
係
す
る
学
校
教

育
の
領
域
に
於
て
も
右
の
問
題
に
は
多
く
の
関
連
を
有
す
る
。
社
会
と
無
関
係
な

学
校
の
運
営
は
勿
論
考
へ
ら
れ
な
い
が
、
就
中
職
業
教
育
職
業
指
導
等
は
直
接
に

研
究
内
容
の
方
向
づ
け
や
職
業
借
報
の
整
備
上
一
応
杜
会
の
趨
勢
を
知
り
、
或
は

あ
る
べ
き
姿
を
目
標
と
し
て
激
育
の
奏
践
に
励
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
次
に
些
か
具
体
的
資
料
を
引
用
し
て
間
題
の
所
在
を
理
解
す
る
一
助
と
し
よ
う
。

L
労
働
力
人
口
の
増
加

　
日
本
の
人
口
間
題
は
近
時
著
し
く
報
導
機
関
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
。
過

去
及
び
今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
人
に
よ
り
多
少
異
つ
た
推
定
を
す
る
が
、
人
口

間
題
研
究
所
の
資
料
に
よ
る
と
亥
の
様
で
あ
る
。
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昭 出 自

然
生 増

加
禾口 数 数

万人 万人

22 267 工54

23 268 工73

一24 269 175
十

2ら 233 144
÷

26 215 コ31

27 コ99 ユ23

、亭8 て86 1－0

’29 176 104

30 ］72 103

推定将来人口（肪人）

将来 左記の
昭和

人口
内］5～

64才

30 89 54

35 93 60

40 96 67

45 99 71

50 コ03 74

55 105 75

60 106 76

65 コ07 77

70 一06 76

75 105 74

80 工02 71

85 ユ00 67

90 96 62

（註）館稔「わが国人

　口基本溝造の変動と

　その間題」

　（労働時報Vo．工9～

　No4）

此
の
推
計
は
各
種
の
仮
定
の
下
に
行
は
れ
先
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
口
数

の
推
計
は
比
較
的
信
頼
度
は
高
い
も
の
と
考
へ
て
よ
い
。
昭
和
四
〇
年
ま
で
は
薪

世界の人口増加予想

l
 

1 950 l 980 

~~,~ k 
O
b
 

~~~F A 
O
 
I
C
 771)5~ 1 98 8. l 289 8.9 

7;tv~ 33 O 1)Q. 1 535 14.7 

7 ~7 7 1 , 320 53 . 8 20 1 1 55 . 4 

S: - 1~ )rl~~ 59 3 24 . 2 776 21 .4 

13 0.5 17.5 0.4 

*-･-~r 

2 , 454 1 oo . O 3 , 628 . 5 l OD . O 

（註）昭和29年g月世界人口会議資籾

（東畑精一編「農業における潜在失業」P287）

規
に
雇
用
を
必
要
と
す
る
も
の

が
激
増
し
、
そ
れ
以
后
の
雇
用

問
題
は
老
年
化
人
口
に
お
け
る

間
題
に
轄
換
す
る
。
併
し
こ
の

こ
と
は
雇
用
問
題
の
存
す
る
隈

り
若
年
暦
の
就
職
間
題
を
な
く

す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　
斯
様
な
人
口
増
加
従
つ
て
、

労
働
力
人
口
の
塘
加
は
世
界
的

で
も
あ
る
。

　
一
九
五
五
年
度
の
人
口
年
鑑
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（
国
蓮
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
四
年
の
世
界
総
人
口
は
已
に
二
六
億
五
千
万
余
に

達
し
て
い
る
と
云
う
（
昭
三
一
、
五
、
一
、
日
本
経
済
薪
聞
）
。
　
世
界
的
に
開
拓

事
業
が
注
目
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

2
・
企
業
の
合
理
化

　
戦
后
は
企
業
の
合
理
化
が
蕃
し
く
、
単
位
生
産
物
当
り
の
所
要
労
働
時
聞
の
短

縮
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

単位生産物当り所要労働時間指数

　　　　　　　　　27年＝100

~"*~Q ~~ ~~~~~{~ ~~ 
'
h
:
#
;
 
~
t
¥
 ~{ ･~~~ 

22 214.6 399 . 1 232 . 5 

23 '193 . 9
 

258 . 2 237 . 2
 

24 161 . l
 

181 .4 176.7 

25 112. 3
 

311 .8 - 1 S4 . 9 

26 105.7 l08 . 3 ll8.6 

27 1 OO . o
 

l DO . O l OO . o
 

28 82 . o
 

87 . 8 90 . 8
 

29 66 . 8 85.8 79 .8 

30 62 . 5
 

76 . O 74 . 5 

（註）労働時報VoI．9～No．lO　P．20

　
右
の
資
料
は

直
ち
に
失
業
者

の
発
生
を
意
味

す
る
も
の
で
は

な
い
。
併
し
雇

用
間
題
を
構
蔵

す
．
る
重
要
な
る

一
側
面
で
あ
る
。

ユ
女
性
の
職
場
進
出

　
曾
て
女
子
致
育
は
女
性
解
放
論
者
か
ら
は
、
独
立
し
て
生
計
の
途
を
歩
め
る
た

め
に
、
と
云
つ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
女
性
の
職
場
進
出
ぼ
雇
用
困
難

と
な
る
最
近
の
一
理
由
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
托
児
所
保
育
園
の
整
備
、
家
事
労

働
の
合
理
化
は
一
層
此
の
傾
同
に
拍
軍
を
か
げ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

4
分
配
国
民
所
得
増
大
の
欲
求

　
右
に
列
挙
し
た
事
項
は
謂
は
じ
雇
用
を
困
難
と
す
る
側
の
事
情
で
あ
つ
た
が
、

そ
の
解
決
策
は
単
な
る
就
労
政
策
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
解
決
の
過

程
に
重
要
な
る
一
条
件
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
得

増
大
の
要
求
で
あ
る
。

　
各
国
の
一
人
り
当
り
所
得
は
日
本
の
そ
れ
よ
り
逢
に
高
い
も
の
が
多
い
。
日
本

も
そ
の
一
部
た
る
ア
ジ
ァ
の
地
位
は
低
所
得
と
高
い
人
口
密
度
を
以
て
特
色
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
工
業
の
振
興
は
ア
ジ
ア
地
域
の
所
得
塘
大
即
購
買
力
の
増

　国民分配所得

コ人当り単位＝1，000円

886
174
063
853
733
592

268

552
252

342
コ80

57ユ
ヱユコ

68
3
　
　
0

6
　
　
2

アメリカ

カナダ
スェrデソ
スイ　ス
オーストラリヤ

イギリス
ァ1マpク
ノpルェー
フラソス
ベ．ルギp
ドイ　ツ
オラソダ
イタリp
目’　　本
フイリピソ

イ　ソ　ド

（註）昭31． 「日本国勢図
　会」P．51

大
と
も
大
な
．
る
関
係
を
有
す
る
。
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
科
学
技
術
向
上
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
が
期
待
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
　
皿
農
業
と
雇
用
野
題

　
一
目
同
い
所
得
と
高
い
雇
用
維
持
の
た
め
の
農
業
の
あ
り
方
が
展
々
閥
題
に
な
る
が

工
業
の
人
口
吸
牧
力
に
隈
界
が
あ
り
、
農
地
の
拡
張
（
移
民
も
含
め
て
）
に
も
制

約
が
多
い
と
す
れ
ば
、
現
在
の
如
き
規
模
の
農
家
を
維
持
す
る
主
張
が
指
導
理
論

と
な
つ
て
来
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
（
大
槻
正
男
著
「
日
本
農
業
の
進
路
」
二

一
頁
）
。
　
然
る
に
年
間
増
加
す
る
人
口
は
約
百
万
で
あ
り
労
働
力
人
口
も
亦
約
百

万
に
及
ぶ
。
増
加
人
口
申
少
く
と
も
四
〇
％
以
上
は
農
家
人
口
都
分
で
あ
る
っ
現

在
の
農
業
就
業
人
口
は
全
就
業
者
の
四
〇
％
を
占
め
る
が
所
得
で
は
全
国
民
所
得

中
約
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
（
昭
三
一
、
「
経
済
白
書
」
二
九
四
頁
）
。

　
農
村
の
か
∫
る
人
口
の
は
け
口
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
い
る
の
は
第
一
に
移
民
で



蝸

　
あ
り
開
拓
で
あ
り
、
弐
に
非
農
業
へ
の
転
出
で
あ
る
。

　
　
戦
后
引
揚
者
の
合
計
を
み
る
と
昭
和
三
〇
年
末
ま
で
に
六
二
八
万
人
に
及
ん
で

　
い
る
（
官
報
附
鐘
賛
料
岩
◎
．
ぎ
）
。
　
斯
る
経
験
か
ら
み
て
実
施
の
方
法
が
間
題
で

　
は
あ
る
が
、
大
量
移
往
の
可
能
性
は
あ
る
筈
で
あ
る
。
其
の
際
の
職
業
惜
報
と
し

　
て
は
、
手
続
き
入
植
方
法
そ
の
眉
の
建
設
過
程
等
を
、
見
る
者
が
白
H
信
の
持
て
る

－
様
な
情
報
と
し
て
生
徒
や
学
生
に
は
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
日
本
内
地
の
入
植
状
況
は
ど
う
か
C
戦
后
直
ち
に
発
足
し
た
緊
急
開
拓
事
薬
実

　
施
要
領
（
昭
二
〇
、
．
二
、
九
、
閤
議
決
定
）
に
よ
れ
ば
一
五
五
万
町
一
〇
〇
万
戸

　
と
云
う
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
幾
多
変
更
も
さ
れ
困
難
も
あ
る
が
逐
弐
進
捗
し
つ

　
ム
あ
る
（
昭
二
三
、
農
林
年
鑑
一
二
頁
）
。
　
昭
和
三
十
一
年
三
月
現
在
の
入
植

　
戸
数
は
内
地
二
一
万
七
千
戸
北
海
遺
二
万
七
千
戸
計
一
五
万
四
千
戸
で
あ
り
外
に

　
増
反
戸
数
が
八
○
万
戸
で
あ
つ
た
（
官
報
資
料
易
◎
．
c
◎
－
）
。

開拓政策の成果
　（入櫃者のみ）

入植戸数
1　戸　当　り

水　　　　田

　　畑
利用採草地1

モ　　p　　タ　　p

其他原動機
　　馬

　　牛
乳　　　　牛

　〃　　　子
ユ00戸当大家畜換算

全　　役　　畜

　　　戸
ユ38，834

　　　人
　　4．7

　　反157．263

2，494．721

469，6］0

　3，419

　コ0，043

　　頭　36．450

　59．246

　19．278

　9．907

　　98，2

　　49．0

（註）農林省農地局「29年度開拓地
　　　　営農実績調査30．2．1現在」

　
こ
∫
に
就
労
沓
し
め
う
る
数
は
年
々
増
加
す
る
労
働
力
人
口
の
弓
ち
一
部
分
に

す
ぎ
な
い
。
併
し
入
植
が
一
応
威
功
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
投
資
さ
れ
る
固
定

資
産
及
び
流
動
資
産
（
意
味
は
大
槻
正
男
著
農
業
簿
記
に
よ
る
）
の
類
を
生
産
配

給
す
る
関
連
産
業
の
雇
用
維
持
に
貢
献
し
う
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
然
も
永

久
的
で
あ
る
。

・
昭
和
二
五
、
二
、
一
、
現
在
の
調
査
で
は
日
本
の
農
家
戸
数
は
六
一
七
万
戸
、
全

耕
地
面
積
は
五
〇
九
万
町
（
第
二
七
亥
農
林
省
統
計
表
）
で
あ
る
。
従
つ
て
、
一

戸
当
り
経
営
地
は
平
均
八
。
二
反
彊
で
あ
る
。
規
模
別
に
み
る
と
五
反
未
満
の
も

の
が
約
四
〇
％
を
占
め
る
。
然
も
そ
の
常
往
世
帯
員
は
平
均
し
て
六
・
一
人
で
あ

つ
た
。
斯
る
耕
地
を
更
に
細
分
し
て
農
家
を
新
に
設
定
し
、
或
は
現
在
の
各
農
家

内
に
農
業
要
員
を
増
加
す
る
こ
と
は
一
般
に
困
難
視
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
者
に
し
て
農
業
所
得
を
超
過
す

％数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
家
計
費
を
支
払
う
も
の
∫
数
玉
多

戸

醐
　
　
　
　
　
　
い
。
併
し
此
の
合
孟
雀
於
て
或

規営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
農
家
内
に
於
て
労
働
を
消
化
し
得
て

経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
計
費
を
ま
か
な
い
得
し
む
る
な
ら

ば
、
求
職
者
と
し
て
労
働
市
場
に
現
は
れ
る
数
を
或
程
度
緩
和
し
う
る
で
あ
ら
う
。

　
吾
国
は
年
々
外
米
外
麦
を
輸
入
し
て
い
る
が
、
輸
入
品
と
日
本
産
の
農
産
物
価

格
を
比
較
し
て
み
る
と
日
本
産
が
高
価
な
も
の
が
多
い
。

　
米
は
国
民
の
主
食
で
あ
つ
て
、
鉄
石
炭
電
力
等
と
共
に
生
産
物
価
格
構
威
の
一

要
素
と
な
る
か
ら
貿
易
振
興
の
上
か
ら
は
低
価
格
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

併
し
農
業
者
の
所
得
の
大
部
分
が
米
作
牧
入
で
あ
る
所
に
間
題
が
あ
る
訳
で
協

る
。　

英
国
の
例
に
よ
る
と
、
主
食
の
価
格
は
相
対
的
に
は
漸
亥
低
下
す
る
傾
向
を
辿

つ
た
。
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｛1・・ト・・年1 ・…一・・年11…一1・年

小 麦 106 52 61

犬 麦 コ24 76 79

バタp 140 コ05 123

物 価 コ25 61 9工

労 賃 ］54 コ68 ヱ86

（註）大川一司、英国農産物価格の長期変動に関
　　　する研究、ヱ846～ユ850を100とする。

（註）昭3ヱ．H．18

　日本経済新聞

各種農憧物二価内外比較

内外物価比較
　　（tOn当ドル）

晶　　　目　単．　位 28年 29．年 30年・

米
鞭
買
入
小
麦
綴
買
入
大
豆
綴
バ
タ
＿
国
内
　
　
輸
入
生
糸
翻

石
当
円
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当
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．
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ド
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．
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．
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．
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．
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．
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2
．
7
0
0
　
3
8
2
　
ユ
7
0
2
2
6
．
6
7
8
2
2
8
，
5
9
5

コ
0
，
2
6
工
　
6
．
8
0
0
　
2
，
．
］
3
8
　
工
，
5
3
5
　
3
．
3
9
5
　
2
，
3
コ
8
　
3
1
0
　
］
7
3
2
0
5
．
8
7
3
2
1
3
，
9
4
g

（註）「農林時報」．（3工．9．1）P．33

　
さ
て
農
産
物
の
価
格
上
昇
を
刺
激
し
な
い

こ
と
ふ
し
て
、
農
業
者
の
所
得
増
大
の
方
法

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
。
そ
れ
は
現
行
の
投

十
労
働
を
省
力
し
、
薪
に
増
反
及
び
生
産
物

の
選
択
或
は
加
工
蔀
門
を
薪
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
増
反
で
は
就
中
土
地
改
良
の

実
施
は
必
栗
で
あ
り
、
加
工
都
門
ど
し
て
ば
有
畜
及
び
農
産
物
そ
の
他
の
加
工
を

行
う
ζ
と
で
あ
る
。
．
然
も
省
力
は
個
別
農
家
の
内
部
に
於
て
の
み
行
は
す
に
各
種

の
分
野
で
共
同
事
業
と
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
例
へ
ば
機
械
の
導
入
に
せ
よ
個

別
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
協
同
組
合
の
組
織
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

30年米生産費

目 ~ ~~~ 
77 . ~ 

99 . 6 

318.0 

1 , 223 . O 

3,715.0 

468 . O 

439 . O 

81.5 
43 1 . O 

13.0 

75 . O 

529 . O 

26. O 

6 , 958 . O 

725 . O 

6 , 233 . O 

1 ,C34 .O 

7 , 263 . O 

苗
剤
料
料
働
力
．
具
備
課
代
金
子
子
計
格
引
計
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
利
　
　
価
　
　
合
産

　
　
　
　
　
　
　
　
設
公
地
料
禾
本
合
物
差
仔
生

　
　
材
　
　
　
　
　
　
　
本
資
　
産
　
禾
入

　
　
　
　
　
　
　
　
物
税
払
料
孟
用
副
上
餓
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
入
　
当
・
他
上

種
薬
諸
肥
労
畜
農
建
租
支
實
土
借
費
石
全
其
全

（註）昭和31年4月島根県農業会
譲「昭和30年米生産費調査報告」

　
生
産
費
を
一
魔
す
れ
ば
す
ぐ
分
る
様
に
、
例
へ
ば
島
根
果
の
例
で
は
労
賃
部
分

が
最
も
多
く
約
五
〇
％
を
占
め
る
。
全
国
的
に
も
此
の
傾
向
は
同
様
で
あ
り
平
均

反
当
二
五
目
を
要
し
、
五
〇
日
に
及
ぶ
例
も
少
く
は
な
い
。
此
の
た
め
に
は
省
力

と
減
価
償
却
費
σ
低
下
と
を
考
慮
し
て
機
械
を
導
入
し
、
役
畜
を
可
能
な
る
隈
り

乳
用
の
む
の
に
、
或
は
薪
に
乳
用
の
牛
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

L
、
役
畜
k
つ
い
て

　
畜
役
の
機
械
カ
ヘ
、
の
転
換
は
山
地
に
於
て
は
殊
に
困
難
で
あ
る
。
併
し
ど
の
程

度
に
利
用
し
て
、
い
る
か
を
み
る
時
、
そ
の
転
換
が
切
に
望
ま
れ
る
。

　
全
国
的
に
み
る
時
、
一
戸
当
り
役
畜
の
使
用
巳
数
は
五
〇
日
前
后
の
も
の
が
多

い
（
農
林
省
畜
産
局
営
農
課
「
有
畜
農
業
経
営
事
例
」
）
。
　
今
松
江
市
竹
矢
地
区
に

於
て
中
学
校
生
徒
の
調
査
し
た
事
例
を
み
る
と
調
査
戸
墾
二
二
戸
で
二
戸
当
六
八
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日
に
な
る
。
竹
矢
地
区
は
水
田
二
〇
九
町
畑
二
一
町
農
家
戸
数
約
二
八
O
戸
役
肉

牛
二
五
六
頭
（
昭
二
三
－
二
四
年
頃
）
と
云
う
平
坦
水
田
が
大
部
分
の
地
帯
で
あ

る
。
使
用
巳
数
は
最
低
一
〇
日
か
ら
最
高
二
二
〇
日
、
五
〇
－
六
〇
日
の
も
の
が

最
も
頻
度
高
く
一
〇
戸
で
あ
る
。
作
業
種
類
は
耕
転
と
運
搬
（
，
一
〇
％
以
下
）
で

季
節
は
春
期
稻
作
に
秋
期
麦
作
に
便
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
五
年
全
国
で

表年罵軍

1文献等
＾

年 次 事 件

明．19．2．27． 陸軍省騎兵局設置 内闘制度
七十年史

明．34． 騎兵旅団2設置 四手井薯
戦争史樒観

明．37～38． 機　動　決　戦 岩波新書
（目露戦争） 巨露陸戦

新史
明．39．5．31． 総理府罵政局設置

前 記

七十年史

昭16．夏 騎兵旅団廃止 在満一年回

機甲軍設置 想 録

昭20．10．26． 農林省馬政局廃止
〃　畜産局設置 七十年史

は
役
肉
牛
二
二
五
万
頭

馬
一
〇
七
万
頭
と
な
つ

て
い
る
が
、
馬
に
つ
い

．
て
は
少
し
く
考
へ
て
見

る
必
要
が
あ
る
。
馬
は

太
平
洋
戦
争
終
了
ま
で

は
軍
事
上
の
意
味
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
が
、
今

は
全
く
そ
の
意
味
は
な

く
、
畜
役
厩
肥
皮
革
馬

肉
生
産
の
意
味
を
も
つ

の
み
と
な
つ
た
。
最
近
中
共
へ
の
馬
の
輸
出
の
話
が
あ
る
ら
し
い
。
同
じ
役
畜
に

せ
よ
牛
は
速
度
に
於
て
馬
に
は
及
ば
な
い
。
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
牛
の
飼
育
が

一
般
に
は
有
利
で
あ
る
。

　
役
畜
の
機
械
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
北
米
に
そ
の
顕
著
な
る
先
例
を
み
る
。

民
軋
q
ω
富
守
－
震
g
ε
｝
◎
｛
け
庁
①
q
ま
誌
ら
Φ
冨
8
ω
一
げ
｝
■
一
界
婁
①
一
8
6
～
ム
一
に

よ
る
と
、
米
国
で
は
一
八
五
〇
i
一
八
六
〇
年
頃
工
作
機
械
の
異
状
な
る
発
達
晋

及
が
あ
つ
て
、
農
業
用
機
械
の
発
明
と
利
用
を
結
果
レ
た
。
併
し
其
は
役
馬
を
原

動
力
と
す
る
も
σ
で
そ
の
大
き
な
も
の
は
二
十
数
頭
引
き
の
コ
ン
バ
イ
ン
さ
へ
実

用
化
さ
れ
て
お
つ
た
。
併
し
ガ
ソ
リ
ン
ェ
ン
ジ
ン
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
発
明
と

そ
の
普
及
は
「
役
畜
頭
数
の
減
少
を
可
能
な
ら
し
め
、
従
つ
て
役
畜
の
飼
料
生
産

の
た
め
に
使
は
れ
た
数
百
万
エ
ー
カ
ー
の
土
地
が
、
穀
作
地
と
な
つ
て
浮
い
て

来
」
た
の
で
あ
つ
た
（
橋
本
伝
左
衛
門
「
農
業
齢
営
学
の
歩
み
」
－
農
業
と
経
済

第
十
三
巻
七
号
所
載
）
。
　
奴
隷
解
放
が
可
能
で
あ
つ
た
こ
と
も
機
械
の
発
明
と
普

及
が
あ
つ
た
か
ら
だ
と
の
説
（
京
大
三
橋
時
男
研
究
発
表
）
さ
へ
生
れ
る
樫
で
あ

る
。
日
本
に
於
て
も
、
畜
役
の
機
械
へ
の
転
換
は
可
能
な
隈
り
更
に
円
滑
に
押
し

進
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

2
．
農
業
機
械
の
導
入

　
機
械
の
導
入
は
機
械
化
し
た
作
薬
の
人
力
及
び
畜
力
を
軽
減
す
る
。
そ
の
程
麗

は
種
々
な
る
条
件
に
左
右
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
例
を
か
ム
げ
て
み
よ
う
。

農業における労働強度及ぴ所要時間

作業種類 R．M．R 反　当
所要時間

涛昇
機械耕トラクタ 2．0 1．00

〃 ハソド
トラクタ

5．9 1．工4

牛耕簿窒 5～8 4．30

人 耕 8～9 2］．05

自動脱穀
3．

9．12

動力〃 3．9 20．06

人力〃 7．2 28．54

（註）1．所要時間…農地開発営団編

　　　　「営農計画樹立資料」P．103

　　　2．R．lM・R　鈴木虞次郎著

　　　「労伽のエネルギp原則」P．33

　　　全購連講習会資料第一輯

　　　「農機具講義資料」P．31
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除

追
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耕
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肥
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14．0
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種
肥
草
耕
土
布
，
敢
穀
一

播
　
　
　
培
撒
　
　
一

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

地
　
　
　
寄
剤
　
　
一

整
追
除
申
土
薬
刈
脱
一

作
鋤

麦
岐
，

（註）島根県飯石翻三刀屋町の一農家の農作業慣行記録による。脱穀調製は動力・耕起整地は畜力、

　　　他は人力による。．

　
稻
刈
作
業
も
己
に
各
種
の
器
具
が
試
作
さ
れ
四
一
種
類
に
も
上

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
併
し
其
等
は
荷
未
だ
先
駆
者
の
試

用
の
領
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
つ
た
が
、
最
近
－
農
機
会
杜
で
は

（
円
鋸
式
）
動
力
刈
取
機
を
考
案
し
来
年
は
市
販
す
べ
く
努
カ
申

と
云
う
（
昭
二
二
、
二
、
二
二
、
日
本
経
済
新
聞
）
。
　
未
だ
実

用
化
の
見
込
が
立
た
な
い
の
は
移
植
機
（
固
植
機
）
で
あ
る
。

　
機
械
導
入
に
よ
る
労
働
軽
減
の
一
つ
の
効
果
と
し
て
婦
人
労
働

の
軽
減
の
間
題
が
あ
る
。
併
し
家
事
労
働
の
合
理
化
と
合
せ
て
農

作
業
の
労
働
強
度
軽
減
が
普
及
し
た
暁
に
於
て
も
荷
「
主
婦
は
家

庭
」
に
の
み
生
活
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

農業婦人労働の比率

国 名 1刈年次

目 本 45．3 工930

デソマpク 15．0 コ921

アメリカ 8．7 コ930

イギリス 7．5 1921

（註）前言旦・講習会資料

　　　　第一輯p．3］

島根県簸川郡　農家の

　　　年間労働目数

（註）耕地1■町調査期間

　　昭22．3．1～23．2．28

　
併
し
男
女
共
に
労

働
強
度
の
軽
減
に
よ

つ
て
、
思
考
の
余
裕

が
出
来
る
こ
と
は
同

じ
日
数
を
作
業
し
た

と
し
て
も
機
械
化
の

よ
い
一
面
・
で
あ
る
と

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
◎
．

恢
常
的
作
業
に
於
て

、
は
拘
束
時
間
八
時
間

で
弟
．
］
≦
．
｝
、
H
ム
．

樫
度
を
恕
限
度
と
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
．

sokyu
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（
労
働
科
学
研
究
所
編
「
労
働
の
彊
さ
と
適
正
作
業
量
」
）
六
以
上
に
な
れ
ば
た
し

か
に
長
時
間
の
連
続
作
業
は
苦
痛
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
時
は
多
く
の
障
害
が

出
る
。
．
機
械
導
入
に
麗
す
る
研
究
報
告
中
に
は
、
導
入
農
家
は
所
得
が
高
い
（
東

畑
糖
一
編
「
農
業
に
於
け
る
潜
在
失
業
」
中
、
沢
肝
牧
二
郎
筆
「
農
業
機
械
化
の

雇
傭
へ
の
影
響
」
五
三
頁
）
と
云
う
事
が
云
は
れ
て
い
る
が
、
実
は
高
額
所
得
農

家
が
遇
重
な
る
労
働
を
軽
減
す
る
た
め
に
機
械
導
入
を
行
つ
て
い
る
と
も
見
ち
れ

る
側
面
が
あ
る
。
農
業
を
休
験
し
た
程
の
も
の
一
な
ら
ば
よ
く
理
解
し
う
る
所
で
あ

る
。

　
昭
和
三
〇
年
の
厚
生
省
人
口
問
題
審
議
会
は
基
本
対
策
の
一
項
に
「
高
度
工
業

化
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。
農
村
に
於
て
も
単
な
る
農
産
物
加
工
に
止
ま
ら
す
、

金
属
加
工
や
組
立
て
等
の
仕
事
を
予
想
し
て
も
よ
い
と
思
う
。
そ
の
様
な
時
に
も

原
動
機
は
習
得
し
た
技
術
と
共
に
利
用
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
前
記
簸
川
郡
一
農

家
の
原
動
機
使
用
時
間
は
年
間
一
〇
八
時
間
で
、
若
し
一
日
八
時
間
実
動
と
す
れ

ば
二
二
・
五
日
に
す
ぎ
な
い
。
作
業
は
晩
穀
籾
摺
精
米
藁
加
工
で
あ
つ
た
。

　
一
般
に
機
器
の
購
入
は
そ
の
メ
ー
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
．

を
し
て
活
発
な
ら
し
め
る
。
昭
和
二
五
年

二
一
片
現
在
で
四
四
四
の
農
機
具
工
場
が

稼
働
し
て
い
た
（
一
九
五
二
年
農
林
水
産

統
計
）
。
　
叉
機
械
工
業
連
合
会
の
発
表
に

よ
れ
1
ば
、
昭
和
三
二
年
上
期
の
農
機
具
メ

ー
カ
ー
の
鉄
鋼
需
要
量
は
三
八
、
二
八
九

屯
で
あ
る
（
昭
三
一
、
　
一
二
二
九
、
日
’

本
経
済
薪
聞
）
。
　
年
率
に
す
れ
ば
約
七
万

　
屯
、
此
は
全
農
具
メ
ー
カ
ー
を
含
ん
で
は
お
ら
ぬ
が
、
そ
の
従
業
員
の
就
業
は
内

　
外
の
農
業
者
の
購
買
力
に
依
存
し
て
い
る
。

　
　
さ
て
、
農
業
機
械
便
用
は
吾
国
の
雇
用
を
高
く
緯
持
し
、
労
働
生
産
性
を
揚
げ

　
る
重
要
な
．
一
手
段
と
な
る
点
は
已
に
指
摘
し
た
が
、
そ
の
導
入
の
方
法
に
最
も
重

　
大
な
現
代
的
問
題
が
横
つ
て
い
る
。
無
爲
に
し
て
放
置
す
れ
ば
、
経
営
機
能
は
何

　
時
ま
で
も
現
在
の
小
規
模
農
家
が
担
当
す
る
■
こ
と
に
な
り
、
農
業
の
円
滑
な
る
進

　
歩
が
期
待
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
単
に
コ
ス
ト
の
点
の
み
な
ら
す
、
経
営

　
機
能
を
合
理
的
に
活
動
し
う
る
も
の
に
組
織
す
る
重
要
な
方
途
と
も
な
る
の
で
あ

　
　
る
。
農
地
改
革
の
趣
旨
を
生
か
す
こ
と
は
杜
会
の
趨
勢
で
あ
る
と
承
知
す
る
し
、

　
協
同
組
合
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
国
際
椿
勢
に
対
し
て
適
応
力
を
持
た
し
め

　
　
る
た
め
に
も
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
。

　
　
高
能
率
と
高
価
な
る
点
か
ら
協
同
組
合
に
導
入
す
る
こ
と
の
有
利
さ
は
例
へ
ば

　
ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
如
き
小
型
機
械
の
場
合
に
於
て
さ
へ
当
は
ま
る
。

　
薪
協
同
事
業
の
開
始
は
精
肺
生
活
の
様
式
を
も
変
へ
る
か
ら
、
実
施
の
方
法
に
よ
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’｝2

つ
て
は
永
続
も
す
る
が
、
精
碑
的
安
往
の
領
域
を
失
う
如
き
場
合
は
常
に
中
断
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
例
を
島
根
果
安
来
市
K
部
落
に
み
る
と
、
戦
時
中
か

ら
戦
后
に
か
け
て
二
四
戸
の
中
一
五
戸
は
三
つ
の
共
同
作
業
所
を
持
ち
利
用
し
て

い
た
が
現
在
で
は
（
壁
三
、
秋
）
小
規
模
農
家
五
戸
が
二
つ
の
作
業
所
を
利
用

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
共
他
農
家
は
各
戸
に
機
械
を
備
へ
て
経
営
活
動
を

行
つ
て
い
る
。
共
同
事
業
経
営
の
困
難
な
る
側
面
の
一
事
例
で
あ
る
。

　
農
林
省
の
農
政
転
換
策
の
検
討
に
よ
れ
ば
「
酪
農
と
機
械
化
を
中
心
と
し
た
農

業
経
営
の
生
産
的
組
織
化
」
を
「
日
本
農
業
の
未
来
図
」
と
し
て
描
こ
う
と
し
、

「
生
産
単
位
を
広
げ
る
理
想
」
を
掲
げ
て
い
る
（
昭
三
一
、
一
〇
、
三
〇
、
日
本

経
済
新
聞
）
。
　
此
の
「
生
産
単
位
」
の
語
は
時
と
し
て
「
作
業
単
位
」
の
語
に
改

め
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
此
の
方
策
は
農
業
者

の
平
和
な
る
適
応
と
政
治
行
政
致
育
等
各
種
の
分
野
の
調
和
の
と
れ
た
執
勘
に
し

て
永
続
性
あ
る
活
動
に
よ
つ
て
の
み
達
成
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
吾
等
は
此
に
必

要
な
研
究
と
資
料
の
提
供
に
勉
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
此
の
際
、
資
料
は
地
方
の
特

殊
事
情
に
応
じ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

3
．
乳
牛
の
飼
育
と
裏
作
の
増
反
、

　
前
期
「
K
部
落
」
，
の
一
農
家
の
乳
牛
に
つ
き
一
乳
期
の
乳
量
を
調
査
し
て
み
る

と
九
九
五
貫
で
あ
つ
た
。
此
は
二
〇
・
六
二
五
石
と
な
り
、
時
価
で
は
一
合
五
円

と
し
、
約
一
〇
万
円
、
外
に
子
が
三
ケ
月
離
乳
期
で
五
～
七
万
円
、
但
し
牝
牡
の

確
牽
は
○
・
五
な
る
故
牡
を
仮
に
無
価
値
と
し
て
二
・
五
～
三
・
五
万
円
と
す
る

と
、
一
産
期
の
粗
牧
益
は
約
五
反
の
水
稲
作
に
匹
敵
す
る
。
「
妊
娠
が
順
調
で
な
か

つ
た
力
疾
病
に
よ
る
危
瞼
も
あ
る
が
、
右
の
量
は
多
い
方
で
は
な
い
“
昭
和
二
五

年
の
全
国
搾
乳
牛
頭
数
は
一
二
万
頭
で
全
牛
乳
生
産
量
は
一
九
五
万
石
「
’
合
理
的

101112計
ノ
98765432工月

0　99530　20110 125 IIO 105 125 120 105 85 60 

（註）前年12月25目分韓の牛で次回分娩予定は翌年2月上旬・5月6月特に乳量が増

　　　加したのは紫雲英給与による

計
算
と
は
云
へ
ぬ
が
、
平
均
す
る
と
、
一
’
頭
当
り
年
間

一
七
・
七
石
と
な
る
（
前
記
統
計
表
）
。

　
労
働
に
つ
い
て
は
一
～
二
頭
の
場
合
は
業
間
或
は
嬬

女
子
の
労
働
で
間
に
合
う
か
ら
此
の
点
で
雇
用
間
題
を

解
決
す
る
手
段
と
は
な
ら
な
い
。
併
し
牛
乳
処
理
所
の

薪
談
に
際
し
て
は
若
干
の
新
雇
用
者
を
増
枕
す
る
。
直

接
処
理
所
の
従
業
員
と
設
傭
関
連
産
業
に
於
て
じ
あ

る
。
松
江
市
N
農
協
酪
農
部
に
つ
い
て
み
る
と
、
土

地
を
除
く
固
定
費
産
約
八
百
万
円
（
昭
三
〇
、
二
）
で

ニ
ケ
年
間
に
最
高
日
量
ニ
ハ
石
を
処
理
し
た
事
が
あ
る

が
、
昭
和
＝
二
年
二
月
に
は
集
乳
頭
数
二
七
〇
頭
乳

量
約
七
石
で
、
関
係
者
は
一
七
名
、
内
訳
は
事
務
一
、
販

売
一
、
運
転
手
二
、
そ
の
他
作
業
員
九
で
あ
る
。
そ
の

外
に
長
一
、
参
事
一
は
兼
務
、
更
に
獣
医
一
、
畜
産
技

術
員
一
を
要
す
る
。
生
産
者
価
格
は
一
合
五
円
で
あ
る

が
、
小
売
価
格
は
二
一
円
で
あ
る
、
こ
」
に
も
合
理
化

の
問
題
が
伏
在
す
る
様
で
あ
る
。

　
家
畜
飼
養
に
際
し
て
は
疾
病
と
飼
料
が
間
題
と
な

る
。
此
の
た
め
に
一
般
的
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
土

地
改
良
に
よ
る
裏
作
の
増
反
で
あ
る
。
土
地
所
有
権
に
変
り
は
な
く
と
も
、
土
地

の
公
共
性
を
認
識
し
、
利
用
度
を
高
め
る
べ
く
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
牛
乳
の
増
産
に
当
り
考
慮
す
べ
き
事
項
の
一
つ
は
そ
の
消
費
の
間
題
で
あ
ろ

う
。
長
期
飲
用
に
よ
る
体
位
の
向
上
は
国
際
的
に
活
動
す
る
機
会
の
益
ミ
多
く
な



羽

る
日
本
人
に
ぼ
是
非
必
要
で
あ
る
。
筆
者
は
一
般
に
学
校
の
生
徒
に
飲
用
さ
せ
る

希
望
を
も
つ
。
．
生
産
者
に
と
つ
て
は
確
実
な
る
消
費
の
途
が
開
げ
、
、
そ
の
飼
育
を

安
定
す
る
。
此
の
際
現
行
の
学
校
給
食
と
の
関
係
を
如
何
に
す
る
か
は
今
後
の
課

題
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

皿
　
む

す
　
　
び

今
後
長
期
に
亙
る
雇
用
間
題
対
策
の
一
都
と
し
て
直
接
学
校
が
関
係
す
る
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

が
幾
つ
か
あ
る
。
実
証
的
研
究
が
期
待
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
三
一
、
一
一
、
二
四
、
　
一
八
、
二
一
、
研

sokyu


